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SRIM や MARLOWE 代表されるモンテカルロ法, 二体衝突モデルに基づくイオン衝突シミュ

レーションソフトウェアは、登場から数十年が過ぎ、広く利用されるようになった。その一方、

この期間のコンピューティング環境の変化に対し、ソフトウェアが追従できない問題が明らかと

なってきている。この問題は、ソフトウェアの実行環境、ソフトウェアを記述するプログラミン

グ言語、入出力のためのユーザーインタフェース、機械的なデータ交換のためのフォーマット等、

多様な内容を含む。これまで、これらのソフトウェアによるデータ出力が実験結果との対比によ

り多数残されており、またユーザー教育の知見から、既存のソフトウェアの破壊的な変更ではな

く、漸進的な進化を継続的に進める必要がある。 

発表者らはこれまでに、MARLOWE の入力パラメータファイルを編集する GUI や出力データ

整形を行うツール群を開発し、利用環境の改善を実施してきた[3, 4]。また開発の途上で得られた

知見を SRIM での入出力の改善にも転用する[5]等、種々のイオン衝突シミュレーションの UI、デ

ータ形式の共通基盤化の検討を進めている。本発表では、これらの取り組みの経緯と今後の展望

について報告する。 
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